
2020年（
令

和
２

年
）５

月
号

通
巻

188号
発

行
／

吉
野

川
市

　
編

集
／

総
務

部
市

長
公

室
〒

776-8611  徳
島

県
吉

野
川

市
鴨

島
町

鴨
島

115番
地

1
TEL 0883-22-2203　

FAX 0883-22-2244　
U

RL  https://w
w

w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/
E-m

ail  m
ail@

yoshinogaw
a.i-tokushim

a.jp
再

生
紙

と
植

物
油

イ
ン

キ
を

使
用

。
広

報
よ

し
の

が
わ

5

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

　指定年月日：1970（昭和 45）年８月 29日指定
　　　所在地：吉野川市美郷全域
所有／管理者：吉野川市教育委員会

　美郷には、ゲンジボタルをはじめ、ヘイケボタル、
ヒメボタル、オバボタル、オオマドボタルの５種類が
確認されている。ホタルの発生が特に多く確認されて
いる範囲は、川田川の大正橋付近から田

ただいら

平橋付近までの約 4.8㎞であるが、支流の
種野谷川、中の谷川、奥丸谷川などでも多く確認されている。
　1966（昭和 41）年に地元有志によって「ホタル愛護の会」が発足し、ホタルの
保護活動が地域をあげてはじめられた。また同じ頃、当地域の中枝小学校（現在閉校）
においては、子どもたちが原田一美教諭指導のもとに「ホタル研究クラブ」を発足し、
ホタルの観察、飼育がはじめられた。地域住民が中心となった一連の活動は、この
地域のホタルとそれらが発生する環境の学術的な価値が全国的にみとめられるきっ
かけとなった。
　美郷の河川流域をホタ
ルが発光しながら乱舞す
る光景は、「光の吹雪」と
も例えられるほどである。
2000（平成 12）年には「美
郷ほたる館」（現「吉野川
市美郷ほたる館」）が開館
し、ホタルの保護、調査研
究や野外活動の拠点となっ
ている。
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国指定天然記念物（動物）

美郷のホタルおよびその発生地
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新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
に
基
づ

く
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令

か
ら
１
カ
月
、
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
は
自
宅
で
過
ご
し
た

と
い
う
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
私
も
外
出
は

極
力
控
え
、
録
り
た
め
て
い
た
ビ

デ
オ
を
見
た
り
、
買
っ
た
け
れ
ど

読
め
て
い
な
か
っ
た
本
を
読
ん
だ

り
し
て
「
お
う
ち
時
間
」
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
内

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
催
し
も
次
々

と
中
止
ま
た
は
延
期
が
決
ま
り
、

広
報
担
当
と
し
て
も
取
材
の
ネ

タ
が
な
く
、
ほ
と
ほ
と
困
り
果

て
て
い
ま
す
。
本
号
掲
載
の
催
し

も
無
事
開
催
で
き
る
か
ど
う
か
。

皆
さ
ん
も
ご
参
加
の
際
に
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
最
新
情
報

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
、
本
来
な

ら
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し
の

は
ず
な
の
に
。
一
日
も
早
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
編
）

本
号
に
掲
載
し
て
い
る
各
種
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
、
開
催
を
中
止
ま
た
は
延
期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
担
当
課
も
し
く
は
主
催
者
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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